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（株）ラルズ （株）ユニバース （株）ベルジョイス （株）福原 （株）道北アークス （株）東光ストア （株）道南ラルズ （株）道東アークス（株）伊藤チェーン （株）エルディ（株）オータニ

グループ理念は、アークスグループがどのような領域で、どのような使命を持ち、目標を果たす
のかを明確にしたもので、私たちが活動するうえでの考え方の基本となるものです。

❶ お客様第一主義の徹底
❷ ｢八ヶ岳連峰経営」による運営
❸ 健全な経営と着実な成長
❹ ロープライス、ローコストの追求
❺ 情報の公開とコンプライアンス

グループ理念

八ヶ岳連峰経営

グループ運営方針

アークスグループは、地域のライフラインとして
価値ある商品・サービスを低価格で提供し、豊かな暮らしに貢献します。

　お客様との距離を短く保ちながら、スピーディな経営判断を実現するため、アークスグループは富士山のように高く
そびえる大きな一つの企業体ではなく、八ヶ岳連峰のように同じような高さの山々が連なる企業連合を目指しています。

※表紙：左上段　農業生産者　㈱マルシメおぬきの皆様（北海道伊達市）
　　　　左下段　農業生産者　㈱丸巳　　　　　矢澤様（北海道東川町）
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ご挨拶

　私たちアークスグループは、2002年11月の発足時よりグループの運営方針である「八ヶ岳連峰
経営」のもと、北海道、東北地方のグループ各社と共に、食品スーパーマーケットを中心とする流
通企業グループとして、着実に成長を続けてまいりました。
　本年4月には栃木県下を中心に食品スーパーマーケット31店舗を展開する株式会社オータニが
グループに仲間入りしたことで、アークスグループの店舗展開地域は従来の北海道、東北地方か
ら北関東地方へと広がりました。
　昨年来の新型コロナウイルス感染症との戦いは未だ収束の見通しが立たないなか、アークスグ
ループは「我ら生命防衛隊 技術デジタル 精神（こころ）はリアル 災禍を転じて幸福と為す！」を
2021年の年頭方針として掲げ、お客様、お取引先様並びに従業員の安全・安心や健康面を最優先に
し、「食＝命」を支える生命防衛隊としての使命を全力で果たしてまいりました。加えてデジタル
トランスフォーメーション（DX）を推し進め、コロナ禍においてもお客様のニーズに対応した品
揃えと価格政策を強化・徹底することによりお客様満足度の向上に努めてまいりました。
　今後も、「アークスグループは、地域のライフラインとして価値ある商品・サービスを低価格で
提供し、豊かな暮らしに貢献します。」というグループ
理念のもと、コロナ禍によって急速に変化を続ける消
費環境下にあって、必要とされる商品・サービスを確実
に提供することで、「豊かな大地に輝く懸け橋」として
さらなる発展を目指してまいります。
　株主の皆様には、より一層のご支援とご鞭撻を賜り
ますよう、お願い申し上げます。

ご挨拶

三浦　紘一
代表取締役社長

横山　清
取締役会長
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横山　清
代表取締役社長

A.1

Q.1

地域のライフライン企業としての基盤形成を進めてまいりました。

本年4月14日に株式会社オータニとの経営統合を実施いたしました。今後、
アークスグループは従来の北海道、東北地方を越えて東日本エリアにおいて豊
かな地域社会作りに貢献してまいります。また、本年7月から宮城県下で食品
スーパーマーケットを展開する株式会社伊藤チェーン全店舗で「アークスRARA
カード」をご利用いただけるようになりました。今後も東日本エリアにおける基
盤形成を進めることで企業と企業を結ぶ懸け橋として邁進してまいります。

今年度上半期を振り返って、どのような状況でしたか。

A.2

Q.2

「技術デジタル」を展開して新システムを本格稼働いたします。

アークスグループはデジタル技術を駆使する小売業を目指して新システムの本格稼働に傾注しております。そ
の一環として、アークスグループの中核企業である株式会社ラルズにおいて本年10月には「アークス　オンラ
インショップ」をオープンさせると共に、サービスの利便性向上を追求してまいります。さらに、お客様の多様な
決済ニーズにお応えするため、2019年1月から利用を開始した「アークスアプリ」にスマホ決済機能の導入を進
めるなど機能面の充実にも取り組んでおります。今後もライフスタイルの変化に対応することでお客様の豊か
な暮らしに貢献していく所存です。

今後の見通しや、取り組みをお聞かせください。

トップインタビュー Interview with Top
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トピックス Topics

・今後もより一層地域に密着したお客様の幅広いニーズに対応した店舗を目指します！

・「RARAカード・プリカ」のデザインをリニューアルいたしました！

スーパーアークスへの業態変更（2店舗）
　2021年7月16日に㈱ベルジョイスが運営する「ビッグハウ
ス青山店」を「スーパーアークス青山店」（岩手県盛岡市）へ、
同年8月27日に㈱ラルズが運営する「ラルズマート発寒店」を

「スーパーアークス発寒店」（札幌市）へそれぞれ業態変更い
たしました。「青山店」はスーパーアークスとしては「矢巾店」

（岩手県紫波郡矢巾町）に続く東北2号店となります。

店舗改装（3店舗）
　2021年4月23日に㈱福原が
運営する「フクハラ本別店」（北
海道中川郡本別町）、同年6月
25日に㈱東光ストアが運営する

「ディナーベル北大前店」（札幌
市）、同年7月17日に㈱ユニバー
スが運営する「ユニバース三沢
堀口店」（青森県三沢市）の店舗
改装を実施いたしました。

　「RARAカード・プリカ」のカードフェイスを2008年から使用してきた「アークス
RARAカード」のデザインからリニューアルいたしました。「アークスRARAカー
ド」のポイントサービスを開始した㈱伊藤チェーン店舗で新デザインのカードを
発行し、順次アークスグループ各店でも発行開始の予定です。アークスグルー
プは今後もサービスの利便性向上に努め、お客様の豊かな暮らしに貢献してま
いります。
※従来デザインのカードもそのままご利用いただけます。

「RARAカード・プリカ」新デザイン

（株）福原
フクハラ本別店

（株）東光ストア
ディナーベル北大前店

（株）ユニバース
ユニバース三沢堀口店

（株）ベルジョイス （株）ラルズ
スーパーアークス青山店 スーパーアークス発寒店
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次期見通し
売 上 高 5,720 億円 2.7% UP 経 常 利 益 180 億円   7.7% DOWN 

営 業 利 益 162 億円 8.7% DOWN 親会社株主に帰属
する当期純利益 111 億円 14.4% DOWN 

連結財務諸表概要 Consolidated financial statements summary

資産合計
251,032

負債純資産合計
251,032

現金及び預金
63,835

売掛金
4,031

たな卸資産
14,519

有形固定資産
121,183

無形固定資産
11,799

投資その他の資産
27,216

買掛金
29,237
短期借入金
5,711
長期借入金
11,411

流動資産
90,834

固定資産
160,198

流動負債
62,701

固定負債
30,826

純資産
157,504

前期末
（2021年2月末）

資産合計
262,546

負債純資産合計
262,546

現金及び預金
68,827

売掛金
5,408

たな卸資産
16,039

有形固定資産
125,868

無形固定資産
10,889

投資その他の資産
28,213

買掛金
36,849
短期借入金
7,063
長期借入金
11,238

流動資産
97,576

固定資産
164,970

流動負債
69,387

固定負債
31,482

純資産
161,676

当第2四半期
（2021年8月末）

特別利益
220

特別損失
169

法人税等
3,313

非支配株主に
帰属する

四半期純利益
1

営業外収益
1,009

営業外費用
129

販売費及び一般管理費
65,923

売上原価
216,953

親会社株主に帰属
する四半期純利益
5,989

経常利益
9,253

営業利益
8,373

売上高
291,250

売上総利益
74,296

前第2四半期
（2020年3月1日～2020年8月31日）

特別利益
16

特別損失
139

法人税等
3,645

非支配株主に
帰属する

四半期純利益
1

営業外収益
1,106

営業外費用
110

販売費及び一般管理費
60,445

売上原価
211,308

親会社株主に帰属
する四半期純利益
7,619

経常利益
11,390

営業利益
10,394

売上高
282,148

売上総利益
70,839

当第2四半期
（2021年3月1日～2021年8月31日）

営業活動による
キャッシュ・フロー

12,987

投資活動による
キャッシュ・フロー
△1,169

当第2四半期
（2021年3月1日～2021年8月31日）

現金及び
現金
同等物の
四半期末
残高
68,636

現金及び
現金
同等物の
期首残高
63,767

財務活動による
キャッシュ・フロー
△6,949

第2四半期連結貸借対照表の概要（百万円）

第2四半期連結損益計算書の概要（百万円） 第2四半期連結キャッシュ・フロー計算書の概要 （百万円）
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北海道
3,633名 23.0%

東北
2,241名 14.2%

関東
4,476名 28.4%

中部
1,708名 10.8%

近畿
2,335名 14.8%

外国他
199名 1.3%

中国
493名 3.1%

四国
269名 1.7%

九州・沖縄
418名 2.7%

その他法人
13,681千株
23.7% 金融機関

12,959千株
22.5%

個人・その他
19,968千株
34.7%

生・損保
1,464千株 2.5%

外国法人・個人
9,576千株

16.6%

株式の状況  （2021年8月31日現在）

● 発行可能株式総数 200,000,000株
● 発行済株式の総数 57,649,868株
● 株 主 数 15,772名（前年同期比2,576名増）

● 所有者別分布状況（株式数）● 商 号 株式会社アークス
● 設 立 1961年10月28日
● 資 本 金 212億5百万円
● 証券コード 9948
● 店 舗 数 375店（グループ全体、

2021年8月31日現在）
● 従 業 員 数 157名（グループ全体21,500名、

パート8H換算、2021年8月31日現在）
● 本 社 〒064-8610

札幌市中央区南13条西11丁目2番32号
● 事 業 内 容 純粋持株会社

（国内外の会社の株式または持分を取得、
所有することにより、当該会社の事業活動
を支配・管理する）

会社概要

大株主（上位10名）
株　主　名 持株数（株） 持株比率（％）

横 山 　 清 3,036,354 5.37
日 本 マ ス タ ー ト ラ ス ト
信託銀行株式会社（信託口） 2,605,500 4.61

株 式 会 社 北 海 道 銀 行 2,533,972 4.48
有 限 会 社 丸 治 1,437,131 2.54
株 式 会 社 北 洋 銀 行 1,415,844 2.50
株式会社バローホールディングス 1,335,000 2.36
株式会社リテールパートナーズ 1,335,000 2.36
株式会社日本カストディ
銀 行 （ 信 託 口 ） 1,276,900 2.26

S S B T C  C L I E N T 
OMNIBUS ACCOUNT 1,106,419 1.95

アークスグループ社員持株会 1,022,198 1.80
（注）持株比率は自己株式（1,169,523株）を控除して計算しております。

●地域別分布状況（株主数）

● 役　　　員（2021年9月1日現在）
取 締 役 会 長 三　浦　紘　一
代 表 取 締 役 社 長 横　山　　　清
取締役副社長執行役員 古　川　公　一
取 締 役 執 行 役 員 六　車　　　亮
取 締 役 執 行 役 員 小苅米　秀　樹
取 締 役 執 行 役 員 福　原　郁　治
取 締 役 執 行 役 員 井　上　浩　一
取 締 役 執 行 役 員 澤　田　　　司
取 締 役 執 行 役 員 猫　宮　一　久
取 締 役 執 行 役 員 三　浦　建　彦
取 締 役 佐　伯　　　浩
取 締 役 佐々木　亮　子
常 勤 監 査 役 佐　川　広　幸
監 査 役 田　守　隆　行
監 査 役 髙　嶋　　　智
監 査 役 伊　東　和　範
執 行 役 員 阿　部　　　修
執 行 役 員 松　尾　直　人

日頃よりご支援いただいております株主の皆様に、
感謝の気持ちを込めて「株主優待制度」を実施してお
ります。毎年2月末現在の株主様に対し、ご所有株式
数に応じて当社グループ商品券、全国共通商品券
VJAギフトカード、アップルジュース、青森県産りんご
の4種類から一点とカタログギフトを贈呈していま
す。
※送付時期は、りんごのみ12月上旬、その他は7月中旬の予定です。 

※実際の優待品は写真と異なる場合がございます。

株主優待

所有株式数
ご優待
①or②

ご優待
③

ご優待
④

ご優待
⑤

100〜499株 2,000円分 1箱 約3kg

500〜999株 3,000円分 2箱 約5kg

1,000〜4,999株 4,000円分 2箱 約5kg 3,000円相当

5,000株以上 5,000円分 2箱 約10kg 3,500円相当

or or

or or

or or

or or

ご優待①〜④はいずれか
おひとつお選びいただけます。

アークスグループ
商品券

ご優待 ①

VJAギフトカード
ご優待 ②

青森県産りんご
ご優待 ④

カタログギフト
ご優待 ⑤

会社データ Data

ご優待 ③

アップルジュース



株主メモ 単元未満株式の買増・買取制度について

株式会社アークス　本社　〒064-8610　札幌市中央区南13条西11丁目2番32号
TEL 011-530-1000　FAX 011-530-1010
http://www.arcs-g.co.jp/

証券会社等に
口座をお持ち

の場合

証券会社等に
口座をお持ちでない場合

（特別口座の場合）

郵便物送付先

お取引の
証券会社等
になります。　

〒168-8507
東京都杉並区和泉2-8-4
みずほ信託銀行　証券代行部

電話
お問い合わせ先

フリーダイヤル　0120-288-324
（土・日・祝日を除く9：00〜17：00）

各種手続
お取扱店

（住所変更、
  株主配当金
  受取り方法の
 変更等）

みずほ証券
本店、全国各支店
プラネットブース

（みずほ銀行内の店舗）
みずほ信託銀行

本店および全国各支店

未払配当金の
お支払

上記お取扱店に加え、
みずほ銀行の本店および全国各支店

（みずほ証券では取次のみとなります）

ご注意

配 当 金 の 支
払明細発行に
ついては、右の

「 特 別 口 座 の
場合」の郵便物
送付先・電話お
問い合わせ先・
各種手続お取
扱店をご利用
ください。

特別口座では、単元未満株式の買取・
買増以外の株式売買はできません。
証券会社等に口座を開設し、株式の
振替手続をおこなっていただく必要
があります。
みずほ証券で単元未満株式の買増
請求手続をされる場合は、事前にみ
ずほ信託銀行が指定する口座に送金
していただく必要があります。

事 業 年 度 毎年3月1日から翌年2月末日まで
定時株主総会 毎年5月下旬

基 準 日 毎年2月末日
その他必要があるときは、あらかじめ公告いたします。

配 当 金 受 領
株 主 確 定 日

剰余金の配当 毎年2月末日
中 間 配 当 毎年8月31日

公 告 方 法

電子公告により、当社のホームページに
掲載いたします。
公告掲載アドレス　http://www.arcs-g.co.jp/
ただし、電子公告をおこなうことができない事故その
他やむを得ない事由が生じたときは、日本経済新聞に
掲載いたします。

株主名簿管理人

東京都中央区八重洲一丁目2番1号（2021年11月21日まで）
みずほ信託銀行株式会社
東京都千代田区丸の内一丁目3番3号（2021年11月22日以降）
みずほ信託銀行株式会社

当社の株式は１単元が100株となっており、単元未満株式（１～99株）については市場で売
買はできませんが、当社に対して100株（１単元）となるよう買増請求（購入）することができ
ます。または単元未満株式を当社に対して買取請求（売却）することができます。

例：株主様が80株を所有している場合

●証券会社等に口座を開設されている株主様は、お取引証券会社等にご連絡ください。
●それ以外の株主様は、下記のみずほ信託銀行株式会社証券代行部にご連絡ください。

みずほ信託銀行株式会社　証券代行部
 0120-288-324（平日9：00～17：00）

2.買取請求（売却）の場合

株主様

売りたい
（0株にしたい）

80株の
買取請求

80株の
買取代金

例：株主様が80株を所有している場合
1.買増請求（購入）の場合

株主様

100株（1単元）
にしたい

買増請求し、単元株
式にするメリット
● 株主総会に出席

し、議決権を行使
できる。

20株

20株の
買増請求
買増代金

下記ＵＲＬにアクセスいただき、アクセスコード入力後に表示されるアンケートサイトにてご回答ください。
所要時間は5分程度です。

ご回答いただいた方の中から抽選で薄謝（図書カード500円）を進呈させていただきます

株主の皆様の声をお聞かせください

※アンケート実施期間は、本書がお手元に到着してから約2ヶ月間です。

kabu@wjm.jpへ空メールを送信してください。（タイトル、本文は無記入）
アンケート回答用のURLが直ちに自動返信されます。

空メールによりURL自動返信

※本アンケートは、株式会社 a2media（エー・ツー・メディア）の提供する「e-株主リサーチ」サービスにより実施いたします。
　（株式会社 a2mediaについての詳細 https://www.a2media.co.jp）
※ご回答内容は統計資料としてのみ使用させていただき、事前の承諾なしにこれ以外の目的に使用することはありません。

●アンケートのお問い合わせ 「e-株主リサーチ事務局」
   MAIL：info@e-kabunushi.com

いいかぶ 検索検索https://ｗｗｗ.e-kabunushi.com
アクセスコード 9948

当社では、株主の皆様の声をお聞かせいただくため、アンケートを実施いたします。
お手数ではございますが、アンケートへのご協力をお願いいたします。


